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日本鉄鋼連盟長期温暖化対策ビジョン
『ゼロカーボン・スチールへの挑戦』

一般社団法人日本鉄鋼連盟
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気候変動問題をめぐる状況変化と鉄連の取組

1970 1980 1990 2000 2010 2020 2030 ・ ・ ・ 2050
▲第一次石油危機

▲第二次石油危機

▲COP3：京都議定書 ▲COP21：パリ協定

▲リオサミット：国連気候変動枠組条約

省エネ法（1978）

エネルギー政策基本法（2002）：エネルギー基本計画

地球温暖化対策推進法（1998）：地球温暖化対策計画

自主行動計画（1996） 低炭素社会実行計画
（2013）

長期温暖化対策ビジョン（2018）

プロセス革新 CC CAPL PCI SCOPE21 COURSE50 S-COURSE50

副生ガス高効率利用 OG 自動燃焼制御 大型ガスホルダー ＧＴＣＣ H2増幅/CO2分離

廃エネ回収 TRT CDQ ORCS OGボイラー リジェネバーナー

廃棄物利用 廃プラ/廃タイヤ

水
素
還
元
製
鉄
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日本鉄鋼連盟の気候変動問題に対する基本的対処方針

エコプロダクト
低炭素社会の構築に不可欠な高機能鋼材

鉄鋼製造プロセスで世界最高水準の
エコプロセス

世界最高水準の省エネ技術を

エコソリューション

の供給を通じて、最終製品として使用される
段階において排出削減に貢献

エネルギー効率のさらなる向上

地球規模での削減に貢献
途上国を中心に移転・普及し、

革新技術：COURSE50、フェロコークス等

超革新技術：水素還元製鉄、CCS、CCU等

⚫ 日本鉄鋼連盟の気候変動問題に対する基本的対処方針は「３つのエコと革新技術開発」

⚫ 自主行動計画、低炭素社会実行計画においては、「３つのエコ」の比重が高かったが、2050年
カーボンニュートラルを目指す長期温暖化対策ビジョンにおいては、「革新技術開発」の比重が
増してくる
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将来の世界鉄鋼需給想定
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人口（右軸：億人）

蓄積総量（左軸：億t）

粗鋼生産量（右軸：億t）

スクラップ利用量（右軸：億t）

銑鉄生産量（右軸：億t）

一人当たり蓄積量（右軸：t/人）

2015

2050

2100

[鉄鋼蓄積量] 2015年4t/人⇒2050年7t/人⇒2100年10t/人

[粗鋼生産量] 鋼材需要拡大に伴い増大

[スクラップ] 内部スクラップ、加工スクラップ、老廃スクラップのいずれも回収
/利用量が増大

[銑鉄生産量] 今世紀末においても、ほぼ現在並みの天然資源ルートの生産が必要

日本鉄鋼連盟
The Japan Iron & Steel Federation

[スクラップ量推計前提]

内部スクラップ
粗鋼生産量に対して12.5％

加工スクラップ
鋼材出荷量に対して9.3％

老廃スクラップ
2015実績：鉄鋼蓄積の0.8％
2050想定：鉄鋼蓄積の1.5％
2100想定：鉄鋼蓄積の2.0％
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鉄連「ゼロカーボン・スチールへの挑戦！」
https://www.jisf.or.jp/business/ondanka/zerocarbonsteel/index.html
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COURSE50 プロジェクトの基本コンセプト
https://www.course50.com/

高炉における水素還元比率拡大 高炉ガスからのCO2分離

© 2022 The Japan Iron & Steel Federation, All Rights Reserved.
日本鉄鋼連盟
The Japan Iron & Steel Federation 7

NEDO・日本鉄鋼連盟:COURSE50

https://www.course50.com/


COURSE50 プロジェクトにおけるCCSの特徴
https://www.course50.com/technology/technology02/

30ｔ/日試験プラント

✓ 高炉ガスからのCO2分離

（プレ燃焼・常温・高濃度：22-23％-CO2）

✓ 豊富な中低温排熱の利用
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NEDO・日本鉄鋼連盟:COURSE50

https://www.course50.com/technology/technology02/


ゼロカーボン・スチール実現に向けた課題
１．革新技術開発

✓ 水素還元技術（吸熱反応）の商業規模での実現

＊電力は技術の選択であるのに対して製鉄は未踏の超革新技術開発が必要

２．社会インフラ整備

✓ 莫大な規模のクリーン水素/アンモニア資源開発・サプライチェーン構築

✓ 商業規模ＣＣＳ実現のための技術的・社会科学的課題解決、法整備

✓ 大量のカーボンフリー電力の安価安定供給

３．設備転換

✓ 製銑・製鋼工程の革新プロセスへの転換、資金確保（数千億～兆円レベル）

✓ 既存製銑・製鋼プロセス等の座礁資産化（数千億～兆円レベルの特別損失）

４．コスト負担ルール

✓ 製品性能向上にも生産効率向上にも寄与しない設備投資（CAPEX）

✓ 高コスト用役・原料利用に伴う生産コスト（OPEX）

５．事業環境

✓ 技術開発、国内での生産活動、設備投資が継続できる事業環境

＊足元の電力コスト、長期的な安定供給の予見性
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